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パートナー個体が食物を食べているところを事前に観
察すると（Observation Phase）、後刻フサオマキザルは、

そのパートナーに対する食物供与の許容度を減少させ
る（Test Phase）。食物を食べていないところを観察する、

あるいは食べているところが仕切りで遮られてみえない
ようにすると、そのような現象は生じない。つまり、フサ
オマキザルは、過去の観察から推測できる現在の他者
の動機づけ状態にしたがって、食物の分配を調節する。

フサオマキザルによる他個体の
動機づけ状態の推理
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